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「５ そう思う」…５点、   「４ どちらかと言えばそう思う」…４点   「３ どちらともいえない」…３点 
「２ どちらかと言えばそう思わない」…２点   「１ そう思わない」…１点 
質問 質問内容 
平均 標準偏差 
年 19 18 17 16 19 18 17 16 
Q1 教員は、この授業の到達目標をはっきりと示した 
春 4.54 4.51 4.47 4.46 0.31 0.33 0.33 0.34 




春 4.55 4.51 4.48 4.46 0.31 0.32 0.33 0.34 
秋 4.57 4.53 4.48 4.47 0.29 0.32 0.32 0.34 
Q3 教員は、シラバスに記載された内容を適切に扱った 
春 4.53 4.48 4.43 4.40 0.30 0.31 0.33 0.35 




春 4.44 4.38 4.35 4.32 0.36 0.38 0.40 0.41 




春 4.57 4.54 4.51 4.49 0.31 0.32 0.33 0.36 




春 4.49 4.44 4.40 4.37 0.33 0.35 0.36 0.38 




春 4.42 4.36 4.31 4.28 0.31 0.31 0.33 0.34 




春 4.23 4.14 4.07 4.00 0.36 0.37 0.38 0.42 
秋 4.26 4.18 4.10 4.04 0.37 0.38 0.37 0.42 
Q9 私は、この授業の到達目標を達成できた（できる） 
春 4.18 4.11 4.05 4.00 0.36 0.35 0.35 0.38 




春 4.35 0.36 




春 4.20 4.16 4.12 4.09 0.45 0.44 0.45 0.49 




春 4.42 4.39 4.35 4.33 0.36 0.35 0.36 0.38 
秋 4.45 4.40 4.35 4.34 0.34 0.36 0.35 0.37 
Q13 あなたのこの授業の出席率はどれくらいでしたか 
春 4.55 4.54 4.53 4.52 0.29 0.26 0.29 0.28 




春 3.06 2.90 2.86 2.88 0.57 0.59 0.57 0.61 
秋 3.14 3.00 2.95 2.96 0.63 0.64 0.62 0.66 
全質問合計（Q13、Q14 を除く） 
春 4.41 0.30 







に相当する 3.0 を超え、春学期の 3.06 を更に上回りました。相対的に低位にあった Q9 目標達
成、Q8 質問・調査努力、Q11興味関心の向上の各項目も着実に向上しています。 
質問項目 
2018 秋 2019 秋 平均値の変化 
平均 標準偏差 平均 標準偏差 実測値 ｔ検定Ｐ値 
Q14 平均学修時間 3.00 0.64 3.14 0.63 +0.14 0.0000 ** 
Q8 質問・調査努力 4.18 0.38 4.26 0.38 +0.09 0.0000 ** 
Q4 事前・事後学修指示 4.42 0.36 4.50 0.34 +0.08 0.0000 ** 
Q9 目標達成 4.14 0.35 4.21 0.35 +0.08 0.0000 ** 
Q11 興味関心の向上 4.19 0.44 4.25 0.43 +0.07 0.0001 ** 
Q7 授業に臨む姿勢 4.38 0.32 4.45 0.30 +0.07 0.0000 ** 
Q6 教材・教具効果 4.46 0.35 4.52 0.31 +0.06 0.0000 ** 
Q3 教員シラバス対応 4.50 0.30 4.56 0.28 +0.06 0.0000 ** 
Q12 有用性 4.40 0.36 4.45 0.34 +0.05 0.0002 ** 
Q2 教員努力 4.53 0.32 4.57 0.29 +0.05 0.0001 ** 
Q5 教員質問相談対応 4.56 0.32 4.60 0.30 +0.05 0.0003 ** 
Q1 教員目標明示 4.54 0.31 4.58 0.29 +0.04 0.0004 ** 
Q13 出席率 4.45 0.30 4.49 0.29 +0.04 0.0022 ** 
n=1,098（18 秋）、1,127（19秋） 有意性の検定 *：P<0.05、**：P<0.01 
 
本年度新設の Q10 学生の成長実感（授業を受けての自身の成長を実感）では、「⑤そう思う」








2019 春 2019 秋 2019 春 2019 秋 
度数（％） 累積（％） 度数（％） 累積（％） 度数（％） 累積（％） 度数（％） 累積（％） 
100% 4.0% 4.0% 5.1% 5.1% 25.0% 25.0% 28.4% 28.4% 
95%以上 0.0% 4.0% 0.0% 5.1% 4.4% 29.5% 4.3% 32.7% 
90%以上 0.8% 4.8% 1.8% 6.8% 16.0% 45.4% 15.5% 48.3% 
85%以上 2.7% 7.5% 2.8% 9.6% 13.5% 58.9% 15.8% 64.1% 
80%以上 4.3% 11.9% 4.7% 14.3% 12.7% 71.6% 11.0% 75.1% 
75%以上 3.9% 15.8% 4.8% 19.1% 10.6% 82.2% 8.9% 83.9% 
70%以上 4.3% 20.2% 5.9% 24.9% 5.5% 87.7% 5.0% 88.9% 
65%以上 6.4% 26.6% 5.5% 30.4% 4.5% 92.2% 4.8% 93.7% 
60%以上 8.6% 35.2% 9.0% 39.4% 2.8% 95.0% 2.4% 96.1% 
55%以上 7.4% 42.6% 6.4% 45.8% 1.6% 96.6% 1.6% 97.7% 
50%以上 13.0% 55.5% 13.5% 59.3% 1.9% 98.4% 1.2% 98.9% 
50%未満 44.5%   40.7%   1.6%   1.1%   
－ 4 －
単相関行列（学生の回答から直接算出） 
 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 Q13 Q14 
Q1 教員目標明示  .810 .729 .660 .705 .701 .567 .485 .518 .580 .527 .578 .181 .198 
Q2 教員努力 .810  .748 .667 .745 .737 .592 .495 .526 .595 .553 .595 .196 .186 
Q3 教員シラバス対応 .729 .748  .667 .695 .693 .550 .461 .495 .537 .491 .543 .193 .177 
Q4 事前・事後学修指示 .660 .667 .667  .674 .641 .532 .522 .495 .505 .472 .520 .146 .284 
Q5 教員質問相談対応 .705 .745 .695 .674  .730 .563 .494 .496 .566 .528 .563 .188 .183 
Q6 教材・教具効果 .701 .737 .693 .641 .730  .603 .510 .547 .613 .594 .611 .181 .198 
Q7 授業に臨む姿勢 .567 .592 .550 .532 .563 .603  .703 .713 .681 .629 .631 .330 .303 
Q8 質問・調査努力 .485 .495 .461 .522 .494 .510 .703  .719 .638 .606 .576 .251 .369 
Q9 目標達成 .518 .526 .495 .495 .496 .547 .713 .719  .715 .679 .623 .282 .321 
Q10 学生の成長実感 .580 .595 .537 .505 .566 .613 .681 .638 .715  .754 .744 .272 .281 
Q11 興味関心の向上 .527 .553 .491 .472 .528 .594 .629 .606 .679 .754  .724 .216 .285 
Q12 有用性 .578 .595 .543 .520 .563 .611 .631 .576 .623 .744 .724  .268 .276 
Q13 出席率 .181 .196 .193 .146 .188 .181 .330 .251 .282 .272 .216 .268  .137 




関を持ち、それぞれのブロックを形成しますが、Q10 学生の成長実感が 2 つめと 3 つめのブロ
ック成長を繋いでいます。この相関には「自信の成長を実感することが学びのモチベーション
となり、Q7授業に臨む姿勢などの改善にも寄与する」と考えることで説明がつきそうです。 






目的変数 Q9 目標達成 Q10 学生の成長実感 Q11 興味関心の向上 
説明変数 観測値 有意性Ｐ値 観測値 有意性Ｐ値 観測値 有意性Ｐ値 
Q1 教員目標明示 0.131 0.0274 * 0.208 P < 0.001 ** 0.066 0.3095   
Q2 教員努力 -0.003 0.9713   0.245 P < 0.001 ** 0.355 P < 0.001 ** 
Q3 教員シラバス対応 0.036 0.4906   -0.126 0.0065 ** -0.148 0.0101 * 
Q4 事前・事後学修指示 0.168 P < 0.001 ** 0.015 0.6758   -0.110 0.0106 * 
Q5 教員質問相談対応 0.050 0.3792   0.160 0.0016 ** 0.250 P < 0.001 ** 
Q6 教材・教具効果 0.431 P < 0.001 ** 0.422 P < 0.001 ** 0.707 P < 0.001 ** 









第３四分位数 中央値 第１四分位数 下方外れ値 4.0未満（％）
18秋 4.75 4.57 4.36 3.76 5.0%
19春 4.75 4.58 4.38 3.84 4.9%
19秋 4.78 4.60 4.42 3.88 3.5%
18秋 4.75 4.57 4.33 3.71 5.0%
19春 4.75 4.58 4.40 3.88 4.5%
19秋 4.77 4.60 4.42 3.89 3.3%
18秋 4.71 4.53 4.33 3.77 5.8%
19春 4.71 4.57 4.39 3.89 4.3%
19秋 4.75 4.58 4.40 3.88 2.9%
18秋 4.69 4.47 4.18 3.42 12.0%
19春 4.71 4.49 4.25 3.57 10.3%
19秋 4.75 4.54 4.30 3.64 8.3%
18秋 4.80 4.61 4.37 3.72 5.5%
19春 4.79 4.60 4.43 3.89 4.0%
19秋 4.83 4.63 4.44 3.85 3.5%
18秋 4.71 4.50 4.25 3.56 8.1%
19春 4.70 4.52 4.33 3.78 6.8%









各項目とも年度ごとに着実な改善が重ねられてきましたが、Q8 質問・調査努力と Q9 目標
達成では、4.0 ポイント未満に止まる授業がまだ 2 割を超える状態にあります。Q7 授業に臨
む姿勢と Q8 質問・調査努力のギャップは中央値で 0.18 ポイントと依然として大きく、学修
行動の実態を伴わずに「真剣に臨んだ」との認識を持つ学生も少なからずいるようです。 
第３四分位数 中央値 第１四分位数 下方外れ値 4.0未満（％）
18秋 4.60 4.39 4.17 3.52 10.2%
19春 4.63 4.43 4.23 3.65 7.4%
19秋 4.67 4.45 4.23 3.59 5.9%
18秋 4.43 4.19 3.94 3.20 28.7%
19春 4.46 4.25 4.00 3.31 22.1%
19秋 4.53 4.27 4.00 3.21 21.6%
18秋 4.36 4.13 3.92 3.25 29.9%
19春 4.42 4.18 3.98 3.33 25.4%














ます。Q11 興味関心の向上も現時点で 4.0 ポイントに届かない授業が 4 分の 1 を占めます。
高い評価を得た授業での実践を共有するなど、改善の加速を支援する仕組みをこれまで以上
に活性化させる必要があろうかと存じます。 
第３四分位数 中央値 第１四分位数 下方外れ値 4.0未満（％）
18秋
19春 4.60 4.37 4.15 3.49 13.7%
19秋 4.63 4.41 4.15 3.45 11.9%
18秋 4.50 4.23 3.89 2.97 30.5%
19春 4.50 4.27 3.94 3.09 27.8%
19秋 4.57 4.29 3.97 3.06 25.6%
18秋 4.66 4.43 4.19 3.48 11.9%
19春 4.67 4.45 4.23 3.58 9.9%







「90％以上」と回答した学生ののべ数は、昨年同時期の 59％から 61％へと 2 ポイント上昇し




120 分」と答えた学生ののべ数は、昨年同時期の 26.3％から 30.1％に増加しました。改善の
余地は小さくありませんが、先生方の改善努力の成果を見て取ることができます。 
第３四分位数 中央値 第１四分位数 下方外れ値 4.0未満（％）
18秋 4.64 4.46 4.32 3.84 4.6%
19春 4.75 4.59 4.43 3.95 3.3%
19秋 4.67 4.50 4.33 3.83 4.3%
Q13出席率
 
第３四分位数 中央値 第１四分位数 下方外れ値 4.0未満（％）
18秋 3.37 2.88 2.55 1.31 89.7%
19春 3.39 3.00 2.66 1.57 92.0%


































4.32 4.36 4.38 













全学 1年 2年 3年 4年












































































































































































































全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋
4.30 4.33 













全学 1年 2年 3年 4年












































全学 1年 2年 3年 4年






































































Q14平均学修時間 0.183 -0.046  









































全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋
4.25 4.25 












全学 1年 2年 3年 4年







































トップ、Q4事前・事後学修指示が 0.23で第 2位につけ、第 3位以下を大きく引き離します。授業
内容が理解できなければ、真剣に取り組もうにもレディネスの不備で課題に歯が立たず、結果的
4.16 4.17 4.23 














全学 1年 2年 3年 4年


































































y = 0.725 x + 1.170 

















y = 0.619 x + 1.660 
































全学 1年 2年 3年 4年



















Q14平均学修時間 0.321 0.040  
平均値の伸びに加えて箱の下端も着実に上昇し、初めて 4.0 に達しました。下図に示す通り、
いずれの学部でも平均値は昨年同時期と同等以上の水準にあります。相関行列では、Q7～Q11の各

























全学 1年 2年 3年 4年






























































































































全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋
























19春 19秋 19春 19秋 19春 19秋 19春 19秋 19春 19秋 19春 19秋

















Q14平均学修時間 0.285 0.041  
箱の上端は前回の 4.50 から 4.57 へと大きく向上しました。平均値にも有意な上昇が観測され
ました。改善は着実に進んできたと言えますが、依然として「どちらかと言えばそう思う」に相




























全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋

















































































全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋
仏教 人間 心理社会 文 表現 地域創生 全学
19春 4.40 4.30 4.26 4.27 4.41 4.40 4.33
19秋 4.45 4.40 4.22 4.29 4.38 4.43 4.34
18秋 4.45 4.42 4.20 4.33 4.27 4.14 4.30
19春 4.54 4.47 4.17 4.33 4.30 4.14 4.32
19秋 4.48 4.45 4.26 4.34 4.31 4.12 4.34
18秋 4.50 4.37 4.26 4.15 4.22 3.96 4.25
19春 4.49 4.37 4.31 4.12 4.27 4.25 4.27
19秋 4.55 4.35 4.33 4.18 4.25 4.36 4.31
18秋 4.57 4.32 4.30 4.17 4.24 3.96 4.28
19春 4.59 4.34 4.24 4.36 4.29 4.31 4.36
19秋 4.65 4.43 4.36 4.34 4.36 4.34 4.42




























































少しずつ改善が積み上げられ、中央値は「31 分以上 60 分未満」に相当する 3.0 を超えるとこ
ろまで来ました。箱の下端も、直近 3回の集計では、授業 1回あたり 30分程度（「31分以上 60分





















全学 1年 2年 3年 4年
18春 18秋 19春 19秋
2.50 2.55 










全学 1年 2年 3年 4年


























※上表をご覧になる際は、同一集団の経年的な推移に加え、一つ上の学年の 1 年前との差分にもご注目ください。 
仏教 人間 心理社会 文 表現 地域創生 全学
19春 2.92 3.11 2.65 2.70 2.77 3.33 2.89
19秋 2.89 3.07 2.66 2.84 2.88 3.63 2.92
18秋 2.99 2.84 2.47 2.86 2.65 2.88 2.75
19春 3.23 3.13 2.64 2.95 2.72 2.82 2.89
19秋 3.14 3.05 2.66 2.93 2.74 2.94 2.88
18秋 2.92 2.93 2.72 2.59 2.70 2.79 2.74
19春 3.12 3.04 2.83 2.68 2.83 2.92 2.87
19秋 2.95 2.94 2.82 2.71 2.90 2.98 2.85
18秋 2.74 2.76 2.80 2.84 2.85 2.77 2.81
19春 3.04 3.14 2.73 3.10 3.03 3.06 3.03
19秋 3.23 3.47 3.11 3.30 3.20 3.36 3.28




























科目区分 授業数 実施数 実施率
04 Ⅰ類（留学生科目） 304 9 9 100.0%
08 人間環境学科 307 24 24 100.0%
10 人間学部共通 309 4 4 100.0%
12 地域創生学科 316 71 71 100.0%
15 第Ⅱ類科目（学部共通） 318 1 1 100.0%
18 仏教学科 305 145 143 98.6%
02 歴史学科 314 109 107 98.2%
05 人文学科・日本文学科 313 93 91 97.8%
03 社会福祉学科 306 69 67 97.1%
16 Ⅰ類（学びの技法） 303 248 240 96.8%
07 教育人間学科 308 58 56 96.6%
14 臨床心理学科 311 50 48 96.0%
13 第Ⅲ類科目 319 55 52 94.5%
06 Ⅰ類（学びの窓口） 302 48 45 93.8%
15 表現文化学科（表現学部） 315 134 122 91.0%
19 人間科学科 310 45 40 88.9%
11 心理社会学部共通 312 9 7 77.8%
計 1172 1127 96.2%
852
■大学院89科目
科目区分 授業数 実施数 実施率
02 院史学専攻（修士・博士） 302 11 11 100.0%
08 院比較文化専攻（修士・博士） 307 4 4 100.0%
01 院仏教学専攻（修士・博士） 301 31 28 90.3%
04 院宗教学専攻（修士・博士） 308 7 6 85.7%
03 院国文学専攻（修士・博士） 303 4 3 75.0%
06 院社会福祉学専攻（修士） 305 4 3 75.0%
07 院臨床心理学専攻（修士） 304 20 14 70.0%
05 院人間科学専攻（修士） 306 1 0 0.0%
計 82 69 84.1%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
0% 20% 40% 60% 80% 100%
－ 22 －
参考資料1-2．アンケート実施率（学部）　2005年度春学期～2019年度春学期
年度 学期 回収率 回収数 開講講座数
2005年度 春学期 86.0% 773 899
2005年度 秋学期 83.9% 705 840
2006年度 春学期 70.2% 817 1163
2006年度 秋学期 83.3% 749 899
2007年度 春学期 92.1% 793 861
2007年度 秋学期 89.1% 725 814
2008年度 春学期 92.7% 789 851
2008年度 秋学期 87.3% 714 818
2009年度 春学期 90.9% 777 855
2009年度 秋学期 87.4% 706 808
2010年度 春学期 91.9% 839 913
2010年度 秋学期 92.9% 793 854
2011年度 春学期 92.8% 852 918
2011年度 秋学期 91.8% 812 885
2012年度 春学期 89.6% 844 942
2012年度 秋学期 81.9% 799 975
2013年度 春学期 94.4% 913 967
2013年度 秋学期 92.9% 848 913
2014年度 春学期 96.3% 1009 1048
2014年度 秋学期 94.3% 985 1045
2015年度 春学期 96.3% 1049 1089
2015年度 秋学期 92.4% 1040 1125
2016年度 春学期 96.3% 1123 1166
2016年度 秋学期 95.3% 1072 1125
2017年度 春学期 96.3% 1172 1217
2017年度 秋学期 92.6% 1096 1183
2018年度 春学期 97.8% 1183 1209
2018年度 秋学期 95.1% 1098 1154
2019年度 春学期 95.7% 1219 1274
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丁寧 分かりやすい 説明・解説 実例・具体的 レポート・課題
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丁寧 分かりやすい 説明・解説 実例・具体的 レポート・課題
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丁寧 分かりやすい 説明・解説 実例・具体的 レポート・課題
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心理社会学部 地域創生学部 （該当外） （該当外）










テスト・試験 レポート・課題 はやい 時間 プリント・資料
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テスト・試験 レポート・課題 はやい 時間 プリント・資料
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テスト・試験 レポート・課題 はやい 時間 プリント・資料
聞きにくい パワポ・スライド 出席 分かりにくい 教室環境
－ 49 －
自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　全学
全学
「出現率」について
●
●
自由記述回答の頻出キーワードに関する前回比較では、出現回数ではなく出現率により比較を行っ
ています。
総回答数が春学期と秋学期では異なり、単純な出現数では比較ができないためです。
出現率は下記の式で計算されます。
出現率＝出現数／回答者数×10
4
（回答者数：授業アンケートの回答者数で自由記述回答の記載者数ではありません。）
次ページ以降の学部別、回答数区分別、学年別における出現率算出の為の回答者数は、それぞれ
のカテゴリーにおける回答者数を使用しています。
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学部別
《仏教学部》
《人間学部》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学部別
《文学部》
《表現学部》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学部別
《心理社会学部》
《地域創生学部》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学部別
《（該当外）》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　回答人数帯別
《1～3人》
《4～9人》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　回答人数帯別
《10～27人》
《28～81人》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　回答人数帯別
《82人～》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学年別
《1年》
《2年》
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自由記述回答　頻出キーワード　＜改善点＞
【出現率前回比較】　学年別
《3年》
《4年》
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